
審査のながれ
―担当編集委員用―

分野責任者から審査担当の依頼が届く

投稿論文の内容を確認し、分野責任者へ諾否の回答をする

分野責任者が、事務局に担当編集委員の決定を連絡

事務局より担当編集委員宛てに、査読者２名の選任依頼メールを発信

Sample③＜AESJ＞査読者選任のお願い（No.○）

査読者候補２名を選び、査読者からの諾否を確認
※決まらない場合は、次の候補を選任する

事務局へ決定した査読者２名を連絡
※専用フォーム[senninform.doc]を使用し、メール添付にて返送

Sample④「編集委員・査読者選任Form」

編集委員：
Sample⑤【AESJ】審査開始のご連絡（No.○）
査読者：
Sample⑥【AESJ】審査開始のご連絡（No.○A/B）

事務局より審査・査読開始メール
を編集委員・査読者２名へ発信
※論文・審査報告書の入手方法が記載

査読者２名から、以下の査読結果報告書（ReviewerA/BJ.doc）を入手
※編集委員宛に査読者から直接、結果が送付される

速報、論文のみ「論文賞」予備選考評価表（ronbunshoA, B.doc）も提出

査読期間は３週間（速報は10日間）

審査報告書の作成（査読期限日より10日間）
※査読が遅延した場合はこれに吸収する

審査結果および２名の査読結果を事務局へ送付
①審査結果報告書（EditorJ.doc)
②「論文賞」予備選考評価表（ronbunshoE/A/B.doc）

※速報・論文のみ
③査読結果報告書（ReviewerA/BJ.doc）

投稿者へは事務局
がEditorJをPDF化

して返却

5
日
間
で
行
う
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再審査のながれ
―担当編集委員用―

事務局よりメールで再審査依頼

Web投稿システムにアクセスし
修正版の投稿論文をダウンロード

審査結果報告書の作成
（審査期間：10日間）

審査結果を事務局へ送付
（EditorJ.doc)
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